
～Vol.15５あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

～

今年の桜の開花は例年よりも早く、３月末までに満開を迎えたところが県内でも多いようです。コロナ

渦が落ち着いてきたこともあり、４年ぶりに花見を楽しむ人々の風景が、テレビのニュースでよく見られ

るようになりました。先月中頃に、琵琶湖大橋の近くにあるショッピングセンター内の（ペット同伴可能

な）レストラン（屋外席）を利用してみました。当日は、風が吹くとまだ少し肌寒く感じる晴天でしたが、

目の前の比良山の頂きには、わずかな白い雪を残すだけとなり、本格的な春の訪れを実感しました。琵琶

湖大橋を堅田から守山方面へ車が渡る時には、メロディーロードによる「琵琶湖周航歌」が、春風に乗っ

て聞こえて来ました。早春の爽やかな琵琶湖の景色を楽しみながら、家族と愛犬と一緒に食事を取った

後、桜が咲き始めた湖岸道路を通って、彦根の多賀大社までドライブを楽しみました。 

多賀大社へお参りをしたのは、実は今回が２回目でした。一回目は、約 30 年前に、高齢の祖父の付き

添いで、初詣のすごい人混みの中を必死の思いで潜り抜けながら、急いで参拝した記憶があります。今回

は、人混みがなく、ゆっくりと参拝することが出来ましたので、豊臣秀吉が生母大政所
おおまんどころ

の病気回復、延命

を祈願寄進した太閤橋（石の反り橋）を見たり、鳥居前にあるお店で名物の切り餅をお土産に買ってみた

り、お守りや御朱印も頂きました。先日はまだ咲いていませんでしたが、境内に 5 本のしだれ桜があっ

て、例年 4 月に見頃を迎えるそうです。多賀大社は、天照大神の両親の伊邪那
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ている旧官弊大社で、長寿・縁結び・厄除けのご利益があるとされています。「お伊勢参らば お多賀へ参

れ お伊勢お多賀の子でござる」ともうたわれ、延命長寿を祈願した多賀信仰が古くから広まりました。 

奈良時代に、元正天皇の病気に際し、大社の神主がおこわ飯を炊いて、杓子
し ゃ く し

（しゃもじ）に盛って献上

したところ、天皇はたちまち治癒され、その由来の杓子は「お多賀杓子」として、お守り、絵馬、土産品

になっています。平安時代に、真言宗の僧重源
ちょうげん

が、６１歳の時に焼け落ちた東大寺を再建する責任者にな

り、延命を祈願した「寿命石」が境内にあり、（８６歳まで長生きして）ご利益があるそうです。亡き祖

父が杖をつきながら、速足でお参りをしたくなった多賀大社の延命のご利益は、本物かもしれませんね。 
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